
ュ
ン
ケ
ル
と
共
に

明
治
三
十
一
年
、
日
本
音
楽
会
に
代
っ
て
結
成
さ
れ
た
明
治
音
楽
会
は
広
く
庶
民

層
を
対
象
に
洋
楽
普
及
を
目
ざ
し
て
音
楽
運
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
運
動
を
背
景
に

東
京
音
楽
学
校
も
同
年
秋
か
ら
定
期
演
奏
会
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
初
は
春
・
秋
の

年
二
回
、
幅
広
い
愛
好
家
に
支
持
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
第
一
回
目
の
十
二

月
四
日
（
明
治
三
十
一
年
）
は
日
曜
日
、
午
後
一
時
半
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本

語
と
英
語
で
印
刷
さ
れ
、
当
時
研
究
生
で
あ
っ
た
瀧
廉
太
郎
の
ピ
ア
ノ
独
奏
、
助
教

授
頼
母
木
コ
マ
と
橘
絲
重
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
重
奏
、
遠
山
甲
子
、
今
井

新
太
郎
お
よ
び
生
徒
に
よ
る
等
曲
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア
ノ
独
奏
、
そ
れ
に
合
唱

が
花
を
添
え
華
や
か
な
構
成
で
あ
っ
た
。
翌
三
十
二
年
東
京
音
楽
学
校
は
ア
ウ
グ
ス

ト
・
ユ
ン
ケ
ル
を
音
楽
全
般
の
指
導
者
に
迎
え
（
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
東
京

音
楽
学
校
篇
』
第
一
巻
五
三
二
頁
参
照
）
、
技
術
面
に
非
常
な
磨
き
が
か
け
ら
れ
た
。

特
に
管
弦
楽
は
、
金
管
部
門
を
軍
楽
隊
に
負
う
も
の
の
、
ユ
ン
ケ
ル
の
き
び
し
い
本

格
的
な
指
導
に
よ
っ
て
め
き
め
き
と
力
を
つ
け
、
そ
の
成
果
は
定
期
演
奏
会
に
お
け

る
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
管
弦
楽
曲
演
奏
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
た
。

三
十
五
年
頃
か
ら
は
管
弦
楽
の
全
曲
演
奏
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ュ
ン
ケ

ル
指
導
の
も
と
に
制
覇
し
た
そ
れ
ら
の
曲
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ビ
ゼ
ー
〈
カ
ル
メ
ン
組
曲
〉（
三
十
三
年
）
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
〈
末
完
成
〉
（
三
十

五
年
）
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
〈
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ン
チ
ェ
ル
タ
ン
テ
〉
（
三
十
六
年
）
、

ビ
ゼ
ー
〈
ア
ル
ル
の
女
〉
（
三
十
七
年
）
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
〈
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
〉

(
-
―
―
十
八
年
）
、
ケ
ル
ビ
ー
ニ
〈
レ
ク
イ
エ
ム
〉
（
三
十
八
年
）
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
〈
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
〉
（
三
十
八
年
）
、
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
〈
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
〉
（
三
十

第
二
章

明
治
三
十
一
年
！
四
十
五
年
八
月

（
一
八
九
八
！
一
九
―
二
）

統

計

の

結

果

九
年
）
、
バ
ッ
ハ
「
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ラ
ト
リ
オ
」
よ
り
〈
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
〉
（
四
十

年
）
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
〈
セ
レ
ナ
ー
デ
〉
（
四
十
年
）
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
〈
ス
ラ
ヴ

舞
曲
〉
（
四
十
年
）
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
〈
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番
〉
（
四
十
一
年
）
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
〈
力
。
フ
リ
チ
オ
・
ブ
リ
リ
ヤ
ン
テ
〉
（
四
十
二
年
）
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
〈
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
五
番
〉
（
四
十
三
年
）
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
〈
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
第
三
番
〉
（
四
十
三
年
）
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
〈
ド
イ
ツ
レ
ク
イ
エ
ム
〉
（
四
十
三

年
）
、
グ
リ
ー
ク
〈
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
組
曲
〉
（
四
十
四
年
）
な
ど
。

ま
た
、
唱
歌
と
し
て
原
詞
に
全
く
関
係
の
な
い
歌
詞
を
付
け
て
演
奏
し
て
い
た
従

来
の
習
慣
が
訳
詞
に
改
ま
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
成
長
し
た
東

京
音
楽
学
校
の
時
代
的
現
象
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
カ
デ
ル
ト
の
〈
偶
成
〉
（
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア
）
、
ケ
ル
ビ
ー
ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
（

レ
ク
イ
エ
ム
）
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
〈
薩
摩

潟
〉
（
流
浪
の
民
へ
撫
の
森
の
葉
が
く
れ
に
）
な
ど
が
主
な
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
明

治
三
十
八
年
か
ら
は
定
期
演
奏
会
の
英
文
を
伴
っ
た
詳
細
な
曲
目
解
説
が
作
成
さ

れ
、
欧
米
並
の
水
準
に
近
い
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
四
十
年
十
二
月
に
雇
い
入
れ
た
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
が
就
任
早
々
の
定
期

演
奏
会
（
十
二
月
十
五
日
）
で
披
露
し
た
チ
ェ
ロ
独
奏
（
リ
ン
ド
ネ
ル
〈
チ
ェ
ロ
協

奏
曲
〉
）
も
、
ユ
ン
ケ
ル
時
代
の
大
き
な
話
題
の
―
つ
で
あ
っ
た
。

次
の
統
計
資
料
は
、
三
十
一
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
の
日
本
全
国
の
演
奏
会
お
よ

び
東
京
音
楽
学
校
演
奏
会
の
回
数
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
時
代
後
半
の
音
楽

会
を
展
望
す
る
資
料
の
一
助
と
し
て
提
供
し
た
い
と
思
う
。

村
上
一
郎
「
統
計
の
結
果
」
を
引
用
。
こ
れ
は
『
一
音
楽
界
』
一
五
五
号
、
大
正
三

年
九
月
号
（
三
四

l-1
一
七
頁
）
と
一
五
六
号
、
同
年
十
月
号
（
四
三

l
四
四
頁
）
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
一
五
五
号
〕

寸中

統
計
と
い
ふ
こ
と
は
事
賞
の
論
断
に
は
、
最
も
重
要
な
る
も
の
で
、
一
県
に
具

上

郎
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陸
的
説
明
は
、
是
に
依
る
外
に
手
段
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
兎
角
一
般
か
ら
受

け
な
い
。
近
頃
縣
下
の
教
育
雑
誌
に
寄
稿
す
る
必
要
か
ら
、
種
々
取
調
べ
た
所

が
あ
っ
た
の
で
、
其
中
参
考
に
な
り
そ
う
な
も
の
を
、
二
三
貴
誌
に
寄
稿
す

る
、
精
細
に
観
察
す
る
と
、
中
々
に
興
味
が
あ
る
。

第
一
―
音
楽
の
度
敷
及
び
其
の
演
奏
楽
の
種
類
〔
六
二
ふ
ハ
三
頁
〕

附

言

最
近
四
年
間
の
統
計
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
開
會
度
敷
を
以
て
、
其
の
地
の
昔

楽
の
盛
否
を
、
論
断
批
定
す
る
繹
に
は
行
か
な
い
が
、
矢
張
大
勢
は
動
か
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
計
敷
は
必
し
も
精
確
で
は
な
い
。
調
査
し
得

ら
る
A

丈
に
し
て
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

一
、
何
と
言
っ
て
も
一
音
楽
は
、
東
京
の
一
人
舞
豪
で
あ
る
。
然
か
も
東
京
―
音
楽

學
校
の
分
と
、
日
比
谷
奏
楽
堂
の
軍
楽
は
、
加
へ
て
な
い
の
で
あ
る
。
而
し

て
賓
質
の
優
つ
て
居
る
回
敷
の
多
い
の
は
、
物
質
文
明
の
都
會
た
る
大
阪

が
、
是
に
績
く
、
侮
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
内
容
は
ズ
ッ
ト
劣
る
が
、
敦
育

旺
盛
の
地
、
殊
に
伊
澤
先
生
を
出
し
た
長
野
縣
は
、
回
敷
は
是
と
匹
敵
す
る

の
は
、
敬
服
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
其
の
他
は
到
底
も
の
に
な
ら
な
い
、
殊

に
三
府
と
言
は
れ
る
京
都
府
の
、
其
少
な
い
の
は
感
服
せ
ぬ
。
然
も
内
容
が

著
し
く
劣
つ
て
居
る
。
九
州
、
四
國
、
奥
弱
の
氣
勢
上
ら
ぬ
の
は
、
依
然
と

し
て
居
る
が
、
本
州
中
部
は
割
合
に
寂
襄
の
感
が
あ
る
。
幅
岡
は
矢
張
榊
博

士
の
活
動
が
、
少
し
く
は
其
の
威
を
振
ふ
て
居
る
の
も
面
白
い
。
輻
島
、
青

森
、
岐
阜
、
輻
井
、
奈
良
、
山
口
、
高
知
、
佐
賀
、
長
崎
の
九
縣
に
至
っ
て

は
、
僅

l

回
も
催
し
が
な
い
の
は
、
如
何
な
繹
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
調
査
漏

と
思
ふ
が
、
其
に
し
て
も
、
早
く
よ
り
日
本
の
文
明
を
輸
入
し
た
長
崎
、
奈

第
二
東
京
昔
楽
學
校
同
上
〔
六
五
頁
〕

統

計

の

結

果

口

言
ふ
人
が
あ
る
。

〔
一
五
六
号
〕村

上

郎

良
の
古
都
を
控
へ
て
、
且
女
子
高
師
の
所
在
地
た
る
奈
良
は
、
是
非
と
も
今

少
し
く
否
大
に
活
動
し
て
貰
ひ
た
い
。

二
、
演
奏
楽
の
種
類
を
見
る
と
、
一
層
切
質
に
其
の
地
の
進
否
が
、
瞭
然
た
る

よ
う
に
思
は
れ
る
。
管
絃
楽
及
び
絃
楽
合
奏
は
、
東
京
、
大
阪
、
長
野
、
兵

庫
で
、
少
し
も
演
奏
の
な
い
虞
が
、
其
の
多
分
を
占
め
て
居
る
。
セ
ロ
の
獨

奏
は
東
京
の
み
で
、
他
に
十
一
ケ
虞
を
算
す
る
頗
僅
少
で
、
是
は
甚
だ
先
途

が
遠
い
。
ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ
も
合
奏
も
な
い
、
千
葉
、
山
形
、
石
川
の
三
縣

は
、
楽
器
が
乏
し
い
の
で
あ
ら
う
、
質
に
御
氣
の
毒
で
あ
る
。
オ
ル
ガ
ン
獨

奏
で
は
、
大
抵
な
縣
が
多
敷
で
あ
る
、
是
を
見
る
と
ま
だ
ま
だ
吾
が
楽
界
の

進
歩
は
、
遅
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
等
と
尺
八
は
何
と
言
っ
て
も
、
我
が
邦

の
音
楽
の
、
主
要
部
と
な
つ
て
居
る
。
和
洋
調
和
楽
と
い
ふ
恨
名
の
下
に
あ

る
演
奏
、
即
ち
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン
で
、
俗
曲
（
尊
敬
し

て
言
へ
ば
邦
楽
）
を
演
奏
す
る
こ
と
は
、
現
時
―
音
楽
會
の
生
命
と
な
っ
て
居

る
。
東
京
は
邦
楽
の
み
の
奏
演
が
多
い
か
ら
、
こ
の
統
計
に
は
少
い
が
、
兎

に
角
是
で
始
め
て
、
西
洋
楽
も
聰
き
に
来
る
と
い
ふ
現
朕
で
あ
る
。
屋
内
昔

楽
會
に
軍
楽
の
演
奏
は
、
聯
鶏
を
割
く
に
牛
刀
を
以
て
す
る
嫌
が
あ
る
。
琵

琶
や
横
笛
や
ガ
イ
セ
ン
琴
や
木
琴
の
入
っ
て
居
る
の
は
、
何
た
る
心
細
い
こ

と
で
あ
る
か
、
又
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
は
、
箕
面
目
の
沙
汰
で
は
あ
る
ま
い
と
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